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研究成果の概要（和文）：マイコプラズマは乳汁の産生を阻害する大きな要因である。本研究では、マイコプラズマに
対する乳腺および末梢血白血球の免疫応答性を評価するとともに、新規治療技術の開発を目的とした分析系の確立を試
みた。本研究はマイコプラズマに対する乳腺上皮細胞および末梢血白血球の応答性を評価することに成功し、さらに、
乳腺上皮細胞、白血球の混合培養系を確立した。これらの研究データは、現在、難治性とされるマイコプラズマ性乳房
炎の新規治療技術を開発するうえで重要であると考えられる。

研究成果の概要（英文）：Mycoplasma bovis is known as a significant pathogen and cause of large economic 
losses in beef and dairy calves worldwide. Numerous factors appear to play an important role in the 
development of disease during infection with M. bovis, e.g., inhibition of immune cell proliferation and 
induction of lymphocyte apoptosis. However, the mechanisms involved in M. bovis infections have not been 
explored and remain incompletely understood. We investigated the major cytokine mRNA expression of bovine 
mammary epithelial cells and bovine PBMC stimulated with M. bovis, and established mixed culture system 
for the evaluation of phage function. We clarified significant changes of cytokine gene expression of 
PBMC stimulated with M. bovis, and established mixed culture system consisted with mammary epithelial 
cells and PBMC. These results are important to develop novel methods to treat mycoplasma mastitis in 
dairy cows.

研究分野：獣医衛生学
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１．研究開始当初の背景 
 
 ウシ乳房炎は病原性微生物が乳腺に侵入
することによって引き起こされる急性およ
び慢性感染症の一種であり畜産学的な対応
はもとより公衆衛生学的にも早急な解決が
望まれる疾患である。ウシ乳房炎の最新知見
は「これまでの技術では対応できない難治性
乳房炎の国内における急速な感染拡大」であ
る。近年、抗生物質治療に極めて不応答な乳
房炎の存在が顕在化している。その原因微生
物は「ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ:Mycoplasma」である。ウシ
乳房炎では①劇症型で泌乳が停止する、②抗
生物質への応答性が極めて低い、といった特
徴がある。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では乳腺上皮細胞の培養系を用い、
ウシ乳腺に対するﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏの病原性を評価
するとともに、ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏに対し高い殺滅効
果を発現するファージの機能評価に必要な
試験系の開発を試みる。 
 
３．研究の方法 
 
①乳腺上皮細胞（初代培養細胞）のﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞ
ﾏに対する免疫応答性の評価 
供試菌株：M. bovis 
評価項目：IL1beta, IL2, IL4, IL,6, IL8, IL10, 
Il12, IL13, IL17A, IL18, IFN gamma, TNF 
alpha, TGF-betaの遺伝子発現量をリアルタ
イムＰＣＲにより評価 
②PBMC のｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏに対する免疫応答性の
評価 
供試菌株：M. bovis 
評価項目：IL1beta, IL2, IL4, IL,6, IL8, IL10, 
Il12, IL13, IL17A, IL18, IFN gamma, TNF 
alpha, TGF-betaの遺伝子発現量をリアルタ
イムＰＣＲにより評価 
③ファージの機能評価に必要な試験系の開
発 
1）供試細胞：ウシ乳腺上皮細胞（初代培養）、
ＰＢＭＣ 
2）試験系：トランスウェルを用いたウシ乳
腺上皮細胞‐ＰＢＭＣの混合培養系の構築 
 
 
４．研究成果 
 
①乳腺上皮細胞（初代培養細胞）のﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞ
ﾏに対する免疫応答性の評価 
 ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏに対する乳腺上皮細胞の免疫応
答性をｻｲﾄｶｲﾝ遺伝子の発現量により評価し
たが有意な変化は認められなかった。 
②PBMC のｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏに対する免疫応答性の
評価 
 
 

◎菌体に対するｻｲﾄｶｲﾝ遺伝子の発現量 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
◎M.bovis 培養上清に対するｻｲﾄｶｲﾝ遺伝子の
発現量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◎M.bovis により誘導される培養細胞上清中
のｻｲﾄｶｲﾝ濃度 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ファージの機能評価に必要な試験系の開
発 
トランスウェルを用いたウシ乳腺上皮細
胞‐ＰＢＭＣの混合培養系を構築し、ファー
ジの機能評価系を作出した。乳腺上皮細胞お
よびＰＢＭＣの機能評価を実施し、それらが
正常に機能することを確認した。 
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